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電力、燃料・ガス

別冊3-1

電力、燃料・ガス、通信（※国の概要図の差し替え）
【通信】

。重要施設への通信端末の貸与、移動基地局車又は
可搬型の通信機器等の展開等による通信の臨時確保
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j議料数翰及z；言霊力前ガス｛］）臨時祭給、運e震の童話持薙採に関する教習E6 議事毒諜絵主主主$費i::b・ままス諮髄繕謀議1こ寵する；議雲rn告

〔1）禦急車需諒定の周知等事昔蓄率嬬

熊本地震で位、タン守口ーリ－（！）緊急車謂認定が行われていなかったことから、建

内のガソリンス安ンドへの燃料供給に支揮を来したU

こLむため、葦急車高認定について、霞i菜者題の警報共有と県民への警報謹侯が卦警

であるc

( 1）繁議室李種霊童窒母爵知等事前準鶏

議本護霊でJまも昔話ンミ言語ーザー湯葉議室事詩護霊感詩おれてい在かったことからも鐸：

掲祭主芳ソ翌ン二之さEこI't，：へ母擦製鉄拾に笠簿委棄し長窃

設主主鋒、襲撃事罵言霊童について、事塁穣者電器警報集者と露還へ部矯菊墾様車藤嘉

であ嘉延

(2）重要路設へめ電力・ガスの臨時挟給ができる捧能確集が!.IZ＼要

議本地震でf立、 4月16日i二発生したマグ二子二工ード7.3の地震で最大47万民 600戸が

停電したが、電力の復18作業とあわせで、県、国（経済産業省）、電力会社が連警し

ながら、 50iこ詫よぷ公共籍設や病院等；の重要露設に討して発電議撃によるスポット送

電を実蕗するなど、強持説給が実蕗された。芳ス！こついても、避難所等に討して、 L
Pガスを穫先供給するなどの臨時挽絵が実堕されたり

このととから、重力やガスの本謹！日までの題の臨時イ共拾の実議！こかかる要語手纏等

についてあらかじめ爵保護闘と共有しておくととが品要であるむ

(2）童饗葱設へ母電力’ガヌ，；吾主筆書著書も鎗会躍できる体制確保が惑護

議事議室霊で謀、ヰ豆諸国fこ発生したマJ;f：：：：：..苧ユー~f!ヱ主的地霊童で室長大毛，7:oiJ季語号喜子答品宮
警雲置した頭、覆主主語窪1吾作業と差益おせて、襲、塁塁王経講産業省〉、震話題義教が遠講し

奪がも5時霊童~＝a達よぷ最嘉吉奪霊童争議陸等母重要議設立脅して発露機事による3ミポット送
電建議議する；者ど育語詩犠：拾が実議されたa 茸去についても弘蓮華建設零に対して弘 L
P芳ス愛護先議議するなど母臨時議議会空襲議毒事長。

こ母ことから、警71：~芳・3え母本護H3までを予霞母議時議議め護譲廷かかる塞議事嬢等
ついてお、ら会主主基調議議関と襲警しておくこと評議襲である総

f :21還告の謹蒔薩保ができる体制理課が必饗

左手或28年(J)台愚1Q号（］）際的岩手L票や平成29塁手部九鮒北部豪雨での癌際票で辻、議定

ゑ義主筆頭である議議事業審も長の災害対業本部に~ι乏生議議議議嘉義主阜護主宰
な靖報共有iこ努めた。

この対窓によザ還i霊的迅速な議藻を図った経験を踏まえ、 i霊祭の纏藻に関して実効

性禽上を図るべく、災害時のスキームを顎譲｛こしておくことが盛芸きである。

聾内一殻送配電事業者集への要蓑と臨時装結

県鎗語部二段〈懇車事，電力－茸ス接結担韮〉母、二一式詞査に基づき、臨時盤藷圭行

うべき麗詮母軍士連霊設をつけ、当該霊先頭佳仁基づく重要麗設へ由霊力む謹詩装結をι

県内一盤送霊童事業者仁詩し要請するa ミま：3とも議襲tこ惑とで協定事業事孔霊護重器援
遣を要議するu

2 察内一盤送配霊事業者への霊語と露経住結

県鰭話器障〈鷺蒋，電力－ jj:ス袋詰誼当〉辻、ニーズ謁査iこ基づきち臨時慢話在行

うべき麗設母量生i麗設をつけ、当量護士頭金fこ基づく重要撞設への電力的議蒋墨絵在、

県内ー盤差霊童事業者仁詩L要請する寄
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第7章燃
料供給及
び電力－

4 Iガスの臨 IP. 155 
時供給に
関する計
画

（新設）

（一時話再豪雨漏一一一一一一一一J
電力確保！とおける額！？主主Z議

．・令和元年震総半島台j患において綾去三治となったと子薫患で｛丸信i本によって綾害状；史的清！

！ 報設箆や霊力の擾i吾作議！こ誇舗を墜した岱一一一一…ぐためrへお影響詩援す恐れのある樹木の事誘致探立ついて筆業fちされているョまた、；；歌山桑i立災警によ

ザ発悲した模本等の薦書務の主義理について言霊力会話こと協定を結んでおり、 j患が長年翠を技

重要務設における電力（／）議詩撰給 : 

－千葉集、市震T亙び電力会社の間で、震長約 r：：：~産｛裂するべき薫裏話設や憲議三宮などの要請 i
について丹滑なI情報共賓ができず、重要議設へ電力を速やかに挟給することができ立か i
ったっ ! 

s大震見守ぬ東南市では、捧警が長期イじしたときに犠え、霊i露車を｛筆先釣iこ震喜重させる謹設｜

をリスト・itl，電力会社と共有しているc I 

L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一j
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第 12蔀要髭（通告の臨時確保〉

ヘ

高海トラフ地謹等の大規護2定書発生時i二母、重要撞設の業務継続や提害賠急対筆活

動仁必要な還｛言を薩樺でき主主いことが想定されるョ

こめような露定由下、国は、需気遣密事業者とめ協力体髄18を講義し、霊要蕗設に

おける事要金通信の鹿雲寺確保を行うむ

この「通信の議時護穣Iこ関する計@jji立、災害応急封筆活動の準点とむる重要主題設

における必要主主通矯を確実に確保することを目的として、霊援及び支援活動等につい

て定めるE

露盤覇事醸轟轟轟麗踏襲醸醸罷韓関轟轟轟韓関

i霊｛雲の臨時確保！こ関する活動期需拡、災害発意後おお金ね1遣問を対象とするα

｛タイムライン］
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u

通告の臨雲寺確保

（発災～発災後12時
開）

日三～…店主活動寝E
違信支障の発生状況を果肉霊気通事事業者

重要撞設への通器の謀略護課のヱーズ譲査

県内電露j重苦事業者i二還告の僅先的な誰慢を若うべき施設の

違龍確張を要請
棄急車金送ルートの被害状認・啓障法認の構報収集怠提供

通常の穣詩薩f呆
（発箆～発災後 i8, Z占

呂 ）！拙
通告の臨時確保
〈発毘～発畏援 2B
§以降〉

雷雲急援害対葉本部i二重要撞設における通信の蕗時確保を聾

組翠急提害対策本部iこ要請した通警の捧持獲保

重要撞設における通信の穫祭状況の薩認

i重量欝＇tl~；；：捧蓑設言宗：＇~~i,ii1i!t三常滋言語言言語＂~~言葉；~~~，1，＇＼＇~f~t~：長言語J\4~1\i~：＇ji;'i；童話路；；：（~li＼~~g}/f-0箆10~i~；tI 

1 菌・県 z 市町の活動的構聾

( 1 ）活動内容

一票は、県舟毒気通信事業警に討し、通信支障が琵生している地壊を確認した上で、

重要麗設における遺信の重量詩薩藻の必要牲を開会するG 額集した情報を墓fこ、通矯(j)

臨時確保が事要な重要施設の寵先JI~位の議討し、集内霊気選管事業者に詳し道官町議
時薩諜を要請する。県内で封JS_できない場合位、週む襲急箆害対軍本部へ通信の臨時

謹課(f)要議を有いも鹿！主、言霊童Z還信事業者と（｝）協力体畿を横築し、重要蕗設におiする
＆，＇.＼要企還信の臨時確保を行う公

11'1発m畿税総務省の斡際により、東海総合還信馬と務保電気霊長信事業者の主主議官から構成されるf通

器確器調整チームjを設置し、票読書対策本重量等との連絡讃整在行う。 f通告確穣謂整チームj

j主、被i立霧実害対策本習など被琵罪の情報を迅速iこ把握できる響薮でのi霊童書を譲定している。
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第7章燃
料供給及
び電力・

ガスの臨
時供給に
関する計

画

P. 161以降 （新設）

議ま輩 護告のき車券聖書に顧す長短／要旨1逮1さめ憲議藷譲｝

国喪子1在道信母語審警護葎恐議紅、

I 〕霊童
.••••• :. ：・・.・.：守 ？弘奪三占卒業院

患
:R1雫T

＇：＼~ 
融轟轟

R日
韓護室長4

震護持臨建議罷：l!X誕車

ド業者

fおる電：籍鱒錦cことも議害義生議i二・r三年齢禅譲
i埠員Jや空襲捷器等再選彊設藩i二おIfる建方支iま謹蓬義母譲韓
議集等iご！？主主主τ：位議応設；主主主rJf之墓韓議辛支撞謹撃的覆｜言語
出；•1主宰かl.＋：遠雷議案母賞与手移動基地車掌~.惇司襲警tp·選
≪1霊星襲量等1率の震謂等によ吾蓬需品麗警護襲安校三銭2

す益事業者｛毛筆霊薬電彊電話議設会栓；韓式会社陣irrg:rモモ樫討議主主
選註‘京立川島訴訟空襲式会社J:・.畠るg

5 
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議：鴻桝総駁電！免許可烹鴻麟現；孝弘 J透葉樹継者ょ謡す喜多種f離銅線毒i

「～

関｛系議寵荷役書If第1；＇~節

鹿蓑7間柱、運彊命誌韓穣撃に護霊安曇話題僚機関母捧鵠

ヘt
l
i
z
z
i
e
i
i
一、ja
i
l
i
j
i
j／

関1菜、韓欝
｛寵掲q），援関3
県内意気通告事業者；

（新設）P. 161以降

第7章燃
料供給及

び電力・
ガスの臨
時供給に
関する計
画
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震轟轟轟器量聾軽重量襲撃蓮錨轟翻醤盤輔麓轟轟轟韓轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟霊童
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髄鐘融関認調謹謹霊童E蓮華議議謹露轟轟轟盤瞳韓轟轟轟麗盤轟轟輯輯騨輔調

1' 翠葬場穣穣議議

7 
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第7章燃
料供給及

び電力－
ガスの臨 IP.161以降
時供給に
関する計

画ー

（新設）

議純綿問窓会・ま言えぬ獲量鵠説乱射議汚職に言語支報準決議事知穣鵠係

第1.4欝 運奮の賂捧確保

監襲轟轟盤監護軍轟轟警護鱒鱒輯轟轟轟輯轟轟輔腫髄輯瞳塑欝璽塑塑堕警警盤欝

護f鼻、3定番発生；詩iこ運f言マフ漉時縫f呆綬必要となる3指定した室主筆態宣輩母守議長～を毒差額z

省庁： E揖議議a総務雀毒事）、果肉竃~通告事業者：ど共査する勢

髄轟轟欝議題ー霊藷覇髄麓議開審轟轟蕗麟輔轟轟鱒轟轟轟轟轟轟襲撃覇

2 

~· 

襲爵電葉遊撃事護者！と封ずる護震支捧持J発生設i完結権認

県懇話欝密室、I盤務4議会＂＇・ガスグ蓮藩翠主筆 ）！ i葉、，発支払態持t,＇.？費等義主要で違憲薬
害章治官発生Lでむしtるぬかi二づ斜t，、漂泊塞ぎ奪還議事護者に薩寵する；＇~.

翠護持議時議謀議三ーでズ震量生

県議議欝i驚く惑を経i謝意免t s 車λ：；.遺議長主主主包路、発Z主主是正t重要議議母草寺菜料乙議設
さ務；挙手主導護霊完全白雪弘、遺書の寵時議：譲段、二一元素襲警宇品

葉興事主舞3重信義者；；＼，（怨要議

J嬰籍鐘、章空践「手勢欝》：電；方：＝ブF弐 h逐、襲~f .~主＼之ヘ一z界頚叢仁纂づきろ選｛窒笹欝襲
穣妻寺3主J持き、P議の護先j顧提黍；字：ff,

詩：～室長萎kι·＇.］，襲均襲妻~·還f言事業護！ .•• 

ヰ 繋童謡選〉む）事窃議望書訣琵守番鶏；民琵品情、報説集主換を

給取＇＂＂金基選対筆額震ま苦言寄爵築費殺
害説法草襲穣：民現仁志す；主主義謡翠吾容

議案；：：＇；＇］~護裏霧塗建議き主主主主軍指3重要議長＇~1I~＊~~tr[f·：~！主義援j議r~f；~~ '')'ri1~r~·~1r1i~li~~~： l 

J 露持、；諒叢語：

2 

主季語講牒’機蒋侯建方・：＃－高失速毒事総｛ま＂護措電気通器事業者：己主毒患で号＜震
！海Jベ；義重要務設：；存主主雲母臨時種：騨濁整会議舎にr;;J:~~ 富豪童話番君護主義争議議；
霧器をi重義烹；る亭

議鋒主要保被受入者t謁臆

富豪翼議案締本ア録、執錦織華経援護持鱒審議議仏重義臨時協
議寒奪還欝爵議詩建議奉行ラミ
童委譲設考援母養護者i土、；議；詩じた臨時薦書義母義務露主主義弘翠総括欝撃，：；＜欝著書E霊目

指震ガ与え；φ遂f言語当？ぞう込譲住建下泰報告する￥

8 



一言華字三毛主業経緯綾Z走事翠兎v潟iえの空襲時4業譲正義援討議務開3主Iと隠す義主十街メコ量管己5~室時着臣家

? 繁急輸送？£・ート由設重要鋭忍‘瞥開設i涯：活情報y文集ど謀有

：票総話器議機務.・覆完，ガズk議韓議室）［；弘義詮議基室霊封豪語義務る培養矯報
担ラ1、引ドコ芳一ム等を：活用L緊急室長、送）~＇＂＂＇ 伝の議審議：認や室主j務状、i昭三：裂か蚤：噴霧棄損
＝葉：：い議議電気運彊事業蜜？＇•！育報提執するn

~ 

／ 

ハU
4
E
E
E
E
 

第7章燃
料供給及
び電力・

ガスの臨
時供給に
関する計 l

画

P. 161 以降~ （新設）
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第9章自
治体応援

1 1 I職員の受
入れに関

する計画

堅塁墾韓塑壁塗主主主謹選主主選鍾醤 騒議轟轟轟譲欝麗醤轟轟轟轟轟轟轟輯

一

職

入

援

び

6
H務
受

支

及

目
指
事
の

3
動
整

R
第
般
員
れ
第
活
調

1 喜治持蕗護議員｛一種事嘉藤重）母活動支援

f蕗援褒愛護霊｛一藍事謹襲轟） J位、富議韓蕗護韓量話再選｛こ話量できるよう、

各部韓母受護霊蚤と警報共害を麗草立がら、会議室等号非業スベ四人説隻詩子等専

薙髪を行う警富論鋒蕗護麗重詰藁護環壌の撃議iこ翠童するとともとミ審議所、豪急議
送jトト母接寄~浸 z 警議設翠、藷j自m等母語塾iこ蕗要立1警報ぬ聾撰を行L＼、富治捧
蕗護議長治活動を支聾するe立話、事遺産について！士、車義喜浩持罷で色対itを求詰
ることを基本とするさ
言語悼蕗護議員〈一援事蕃轟轟）に討してf主Ji5急対露や護活，護翼母フエ日ズ！こ

Jit.¥tて業護舟審を萌諒するとともと、受害対蒙本部員会議ヘ母参揺を求めるiまれ慈

援議員を交えて定患的主構譲共脊，調整会議を関寵する。また、提供する業譲スペ…
ス母、麗襲、議報が薬まる愛妻]it葉本部のオペレ日シ宝ン）It~ム肉｛こ護保するむ
吉浩体露護議員〈一盤事審襲量） （］）活動こ蕗蔓立査機材について岳、原題、；5護富

論韓剖での準講を求めることを顎護に転えるとともに、受入札覇で準議できる愛護材
について母、事藷iこm援吉~｛持iと調整するため、あらかと品ヲストアップをしてお

1 自浩体応援職員（一般事務議員）の活動支援

f pt¥援・受援班（一般事務報員） J f立、自治非応援藷員が持芽！こ活重をできるよう、
各都議出受護損当と警報共者を~り fl.がち、会議室等(J)作業スペーλ もIL .椅子等号
5室長を行う等自浩持率援職員の業務漂壌の整儲！こ留選するとともに、窮迫語、緊急韓
送Jレートの被害状況反警開状況、給法高等の活動iこ惑要な惇報(J)提棋を行い、き遺体
応護職員的活動を支援する3 者話、福泊康については、 frti.譲自治非罷でぬ対応を求め

ることを基本とするむ
き治体蕗襲麗員（一般事務籍長） iこ対して11，応急対応や穫18‘擾翼のフ工ーズiこ

応むて業務内容を暁去するとともに、災害対筆本部員会議への参揺を求める！まれ応
援識員を史えて定期的な情報長者・調整会議を語壊するc くわえてぇ蕗萎！こft¥じて、
被葉市町請で構報共有を密るため、各市町災警対策本慈！こ読達されている露護議員等

を対象にした達勢調整会議を譲肇する会また、提駐する業務スペース！立、露関、情報
が集まる箆害対業本部の才ベレーションルーム向iこ確保する句
車語体蕗援議長（一極事務韓長〉の活動仁必要な賓楼坊については、康問、蕗援吉

j金棒闘での準儲を求めることを割譲i二信えるとともに、受入れ舗で準議できる査機材
について辻、事誌に蕗援喜治体儲と謡整するため、あらかじめリストアップをしてお

第9章自

治体応援

12 I職員の受
入れに関
する計画

一
職
入

7
告

務

受

目
指
事
の

R
第
殻
員
れ

i ［令和元年東日本合混jこおける長野県中璽子市支援への支譲事鋸3
1ノウハウI二関する支援

i畏妻子察中野市への支援では、被援密治体の礎塁数を議ラ量的な支護では立しロード守ツ
iブ(J)作成などのノウハウについての量的支鐘となった怒ノウハウ（］）支援によって災害対惑

；む全体名義をつかむζとができ、再滑怠災害対Jitjこつなげることができた。

；破壊員連結調整会制覇緩

i中野市を支援する擦は、三重臨む発案はり、総務省、磁県市及び長野畏を対象と i
！ 同 町 連 絡 譲 整 会 議 老 舗 吋 町 一 た 。 ！ 
これによ仏対ロ支援が決まっていなかった笹山惑や金久穂町などへの対ロ支援が決乏し i
逗遼な災察対j容につ主主iずることができた。 ！ 

（新設）
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第9章自
治体応援

13 I職員の受
入れに関

する計画

P. 188 
第4節 専
門職種職
員の受入

れ i
第3支援
活動及び
調整

題輯護霊麓麓謹輯輯轟轟購欝鱒轟轟轟轟轟

自治捧蕗援護員（専門護霊譲墨） （／）重義支援

各事欝矯譲設集霊う？若if土、富論韓露援護藁が再建に；言語できるよう、 f Jij襲警受
彊翠｛一譲事義議員） jと講報共壱を留守立がら、会議室等の作業スペ日λ 設－韓
子等号謹穫をffう等喜語葬底援騒轟の業護環護的整嶺に記棄するとともに、器産語、
緊蓮輪選JI,.~ 卜的被害まi ，雲霞i支払議j童話等の活嚢！こ準要主信義の謹撰を存L\
喜議捧蕗援護員のj主義を支聾するe 会おも宿遠景について誌、 fit,\護室語博｛~~でQ)封蕗
を求詰ることを基本とする呑
喜議棒蕗護議員（専門護霊襲藁｝！こ対してi主叢務内蓉を嬰まするとともに、実害

対蓑本部員会議へ信参揺を孝める援金1¥.lit,¥援護員を交えて定期約者警報共有 E藷薬会
議を露寵する会また、謹撰する業務スペ日ス誌、恵国j、韓報が集まる薬害対蓑本部の
才ペレ日シヨン）j.,日ム甫i二重~するむ

喜治｛本蕗援護員（専門藤蓮譲藁｝む活動こ事要な資護持iこついて辻、原IJ、蕗i菱自
議葬調でお準講を求語ることを窮蓮！こ伝えるとともに、受入札識で準藷できる養護材
jこついては、事前に蕗重自遺体欝と調整するため、あちかCめ1）ストアップをしてお

瞳轟轟譲罷離轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟

自治体忠義毅員〈専持職種議員）の活動支譲

各部議i警報荻薬害分軒孤立、自治体Jit¥f重職員が湾j警に話語できるよう、 「応護・受

援斑｛一接事務職員） Jと情報共者を隆寺立がら、会議室等の作業スペースも抗・詩
子等的確様を行う等自建非応援議員の業務環境の整護jこ麗嘉するとともに、震泊所、

翠急輸送Jl.tートの被妻状認益悪園設i史、結油所等的活塾仁必要なi信報開提供を行い、

自治体応援議長の走惑を支援するむなお、宿泊所については、応霊自誰非劉でめ対F与

を求占ちることを基本とするヨ

自治体応援識員（専門睡蓮議長） ｛こま立して辻、業務陣容を暁去するとともに、受害

対葉本部員会議への参麹を求める！まか、応援職員を交えて定期的立情報共有省譲整会

議を開寵するむくおえて、蕗警に；~t:て、提葉市震T建で靖報共考を翻るたささ、各市霊？
災警害対察本音3に震遣さ~l,ている蕗譲議員等を対象にした蓬籍譲整会議を関1躍する。ま
士、提携する業務スペース位、軍部、情報が集まる災害対蓑本部のオベレーション）（.，

ーム舟に確保するつ

自治体応援職員（専門醸覆議長）的活語！こ！吾妻な資護轄については、露関、~援自
治博樹での準舗を求めることを顎確jこ伝えるとともに、受入札制で準醤できる嚢接持
jこついては、事前iこ応援吉治体部と調整するため、畠らかじめ 1）ストアップをしてお
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P. 189 
第4節

第9章自 専門職種 j
治体応援 職員の受 i

14 I職員の受 入れ
入れi二関 第4 主 i
する計画 な専門職！

程職員の
受入れ

P.-190 

韓輯轟轟髄覇韓関轟轟轟欝覇麓鱒麟輔輯鱒

主な専門議謹譲皇母受λnlこついてi立、以下母とお守である5

被英霊

築輯率

急意践

度判定

士

日友~警i車止母 l I 

山｜箆警笠生筆記話会；おお金お3週間翠｜支壁要請が島っ
た畠吾被妥霊忌｜ ｜ 

1~2～ 3 El 量 産 ｜士一奇襲T肉
強記調査と暫定 I I 

支護

' 

票実害対護本葬堅議庄議議室ブロッヲ整事県 i欝
（譲受書支聾襲撃） I "I （近畿圏支は中ii~罷）

広響調整ブ口ツヲ幹事翠
｛全霊）

護霊J

龍母事進府果
§11長主
r;~じ工芝

第4節専

第9章自 i門職種職
治体応援！員の受入

15 I職員の受｜れ ~ （新設）
I入れに関 ｜第4主な
する計画｜専門職種

職員の受
入れ

髄轟轟轟轟麓譲護関盤轟轟輯轟轟轟轟轟轟轟i

主者専門韓護職員の受入れについては、以下町とお替である岱

譲受建

薬物蕗

急最強
度判笠
十

二＇；）（箆害防止母 l ! I 
桂｜亘書発全詮お話む jおおむお3週罷翠｜支援要譲があっ

ための譲妥蓮葉｜ I I 
ν4士｜お2～3B自 j度 ｜士市町内

鞠母語査と学！亙｜ I I 

支援
i抑都道誇翠

率撞乏j警本音Hブ3ヲヲ幹事~1
姦壊議墨ゴ'.JJ4－＜主幹事＊
｛道義藍又議中慈藍｝

長接調襲ブn・v？幹事県
｛全国）

汀説話語話量lfこおiする事選子一一一 一 一一つ
i三重義が対ロ支護を実態した長野業中野市では、災審廃棄物が大量iこ発生すると晃込まれ

！たζ とから、三葉累に持して、封2支援（！）スキームで化学技部（史書麗棄義也選スペシャ

I !Jスト〉持続還を法哀したs これを受けて、三重黒から 2名Q)1七学技師の諌還を実接したa

i金お、簾内市町で培、災審議棄物宇部ブロッウ広域遼摸計覇や友好都市協定に基づき、被

i 笠埠仁職員を琉還した事：i~g もあったむ
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第9章自
治体応援
職員の受
入れに関
する計画

P. 208 
自治体応：
援職員の i
業務内容 i

（新設）

J 

f主苓蕗~翠蓑吾京芸蕗E1Sit~華麗了一一一一一一一一一一一一一 I 

i災害対誌のノウハウ支援におけるパツウアップ体務む議立 ! 
j・5 令手口元年東日本台j嵐において塁塁手議宇野市部支援を実主義した擦に、三重t車内の被災経数 i
i 奇襲了職員や、三三霊泉外の務災スペシャリスト人材、人と詰~来患をン？ーなど専問機欝 j
； ；ゴ主君？ノウハウを臨しながら支譲を行ったζ とで、中野章一ニー文仁培え；

i そこのようえま関探It~ 三重県が受護県となった場合ねおいても非常！こ有議であるためも今 j
i 援も三iき続き込呉海下官接？との議の菟える閣議、その地多くの道議捧議長や専門鑓慶とのi
I 人爵立どを場築していく岱警があるs ； 
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